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CMCの 対 決 性 研 究
対 面 会 話 や 音 声 会 話 と同 じくCMC(Computer
MediatedCommunication)にお いても対決的反応 が
生じるケースは多く報告されている。CMCの 対決hを 検
討す る研究は多く行 われ てきたが、CMCに おいて交換
される言語メッセージ(VerbalMessages:VM)の内容が
相互作用 に与える影響を検討 した研 究は少ない。本研 究




用が生じやすいと主張した。これ に端を発 し、CMCに お
ける対決的反応をCMCの 特徴と関連づけ、特有の現象





第1の 観 点は、送受信者 の匿名性が高いために対決
性 が促 進され るという観 点であり、集 団内の対 決性を検
討 し て い る 。Siege1,Duvrovsky,Kiesler,&
McGuh℃(1986)は、CMCは 匿名性 が高 いため没個性
化を生 じ、対決 的行動 が促進 されると主張したが 、Lea
&Spears(1991)によれ ば、SiegeletaL(1986)の実験結
果 は必ずしもCMCに お いて対決的反応が多いといえる
ものではない。Leaetal.(1991)は、匿名性の高さが対決





























































































































































































手の好意 的メッセー ジから好意帰属が促進 され 、好 意的
感 情が喚起されるという実証研 究は少ないが、好意VM
が好意的感r青を促進するのは(Ohbuchietal.,1996)、




















び中立W条 件の嫐 者よりも怒りを強く櫞 し、女子意


































































































意 図 帰 属 の 分析
メソセー ジの 好意帰属 ・敵意帰属それぞれ3項 目の平
均値につ いてVMの 敵意性(好意VM、 中立VM、 敵意
W)、 状況(アノレバイト、クラブ)をmと するn分 析 を
行った。VMの 敵意性 は被験者 間要 因、状 況は被 験者
内要因である。その結果 、意図帰属の主効果、VMの 敵
意性の主効果、VMの 敵意性 の主効果お よびVMの 敵
意性x意 図帰 属 の 交 互 作 用 は有 意 で あった(π1,
26)=12.56,6.34,Pく.01;F(2,26)=12.06,Pく.Ol)。この
交互作用を分析したところ、Figure2にみ られるように、
好意帰属および敵意帰属 に対するVMの 敵意 陛の単純
主効果が有意で、好意VM条 件 の被験者は、中立VM
条件および敵意W条 件の撒 者よりも、相手の好意を
多く帰属 し(F(2,26)=3.47,」〆.05)、好意VM条 件 およ
び 中立VM条 件の被験者は、敵意VM条 件の被験者よ
りも、相手 の 敵意 を少 なく帰 属 した(双2,26)=25。41,
〆.01)。状況の主効果 、状況x意 図服 、状況xWの








では、複数 因子 に負荷が分割され た項 目が1っ あったの
で(「相手 に対して好感が持てた」(負荷量∴40and。48))、
これを除くと、第1因 子には、「相手の発言をきいて、不愉
快 になった」、「何 であんな言 われ方をされ るのかと、腹
が立った」、「相手の発 言をきいて、相手に敵意を感じた」
という項 目が高負荷 を示 したので(.88～.93)、"怒り と命
名 した。第2因 子は 、「相手か ら次に何 を言われるか、こ
わい気がした」、「あんな言われ 方をされる自分がみじめ
だった」「相 手の激 しい調子に強い衝撃を受 けた」との項
目が高負荷を示 したので(,61～.81)、"脅威 と命名 した。
第3因 子には 「会話をしていて相 手がかわいそうになっ
た」、「会話をしていて、相手に悪いような気 がした」、「相
手の発言をきいて、どうしていいか分からなかった」という
項 目が高負 荷を示し(.54～.84)、これ らは相手を気遣う
ような感情なので、"同情"と名付けた。このうち、怒りが対
決 的感 情で、同情 は協調的感情である。怒り・同情それ
ぞれ3項 目の平均値 につ いてWの 敵意性、状況を要
因とする分散分析を行 った。その結果、感情の主効果 と




の単純主効果が有意で、敵意VM条 件の被 験者 は、好




作用 、状況x感 情の交互作用、VMの 敵意 性x感 情x













言 語 反 応
分配反 応、攻 撃反 応 、統 合反応 、宥和反応 の評 定値
(比率)を逆正弦変換 し、これ についてVMの 敵創 生、状
況 を要 因とする分散分析 を行った。Wの 敵意性 が被
験者 間要 因、反応 、状況が被 験者 内要因である。その結




用 のうち、宥和反応、攻撃反応 に対するVMの 敵意性 の
単純主効果が有意であった(双2,25)=6.93and13.02,
Fく.01)。多重比較の結果、Figure3に示すように、好 意
VM条 件の被験者は 、敵意VM条 件 の被験者よりも宥和
反応を多く示した。また、敵意VM条 件の被験者 は、好
意W条 件の黴 者および 中立VM条 件の撒 者より
も攻撃反応 を多く示した。状況の主効果、VMの 敵意h
状 況の交互作用、VMの 敵意 陛x言 語反応x状 況の交











受諾反応 得点 についてVMの 敵意性および状況を要
因とす る分散分析を行った。その結果、VMの 敵意お よ
び 状況の 主効果 、交互作用 共 に非 有意であった(双2,
30)=.85and2.G,n.s.;F(2,21)=.27,n.s.)o
相 関 分 析
まず 、実験 要因をダ ミー 変 数化し、VMの 敵意性を敵意
=+1、中立=0、好意=-1と し、VMの 敵意性 、意図帰属、
感情反応 、行動反応の相 関を調べた。その結果がTable
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Interpersonal processes on Computer-Mediated Communication: 
  The interpretation of verbal messages and the competitive responses
Mika U. SASAKI (College of Human Science, Tokiwa University) 
Taketoshi HATTA (Graduate School  of  Arts and Letters, Tohoku University) 
 Kenichi OHBUCHI(Graduate School  of  Arts and Letters, Tohoku University)
 This study attempted to examine how verbal messages in CMC influenced the quality of responses. 
Thirty university students(20 males and 10 females, ranged from 18 to 23 years old) communicated with a 
female confederate whose hostility was manipulated. They rated their feelings, and inferred her intentions. 
Two trained raters coded the participant's verbal responses. The result indicated that her hostile verbal 
messages induced participant's competitive attributions and responses, and that her friendly messages 
increased cooperative ones. It revealed that the quality of intents within the verbal messages influenced 
the perceptual and behavioral responses in CMC, as we found in the experiment on the phone. However, it 
was not clear his behavioral responses were mediated by his attribution of hostility and activated affects.
Keywords: CMC, Verbal Messages, attribution of intentions, emotional responses, behavioral responses
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